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第50回 単立ペンテコステ大会

　1962 年、第１回目の大会が開かれ、今年、第 50

回ＴＰＫＦ大会を感謝と祝福のうちに持つことができ

ました。ＴＰＫＦ諸教会のお祈りとご協力を心より感

謝申し上げます。

　感謝…ＴＰＫＦ初期の宣教師の先生方は、主からの

大宣教命令への招きに応答され、モンゴル、中国、チ

ベット等に行かれました。宣教地が閉ざされたあとも

世界宣教の情熱は冷めることなく、主が導いいてくだ

さった日本へと福音宣教に来てくださいました。日本

のリバイバルを切に求めて祈り、日本を愛してイエス・

キリストを伝えてくださったことを感謝いたします。

また、開拓伝道初期に救われ、キリストの体である教

会に今日まで忠実に仕えてこられた日本人教職者の牧

師、伝道者、献身的な信徒の方々に感謝いたします。

聖書は神の言葉、聖霊の働き、失われてゆく人々への

熱い救霊の思いを引き継いで来ることができました。

　「FOUCUS」……フォーカス、これはアブラハムに

主が語られた「さあ、天を見上げなさい」という見る

べき焦点の方向を合わせようという意味ですが、第

５０回を迎えたＴＰＫＦ大会のターニングポイントの

言葉として選びました。アブラハムは年老い、主の約

束から 10年を経ても長子が与えられてはいませんで

した。否定的で消極的にならざるを得ない状況でうめ

いていたアブラハム。しかし、神の約束を具体的に夢

見ることができるように空の星を指し示し、満天の星

を見上げる事を通して、まだ見ていない子孫を星に重

ねて見ることができ、主のくださる祝福にフォーカス

し、そうなると信じたアブラハムの信仰は義と認めら

れました。今回の大会講師永井信義師は 3世代にわ

たる祝福を語って下さり、ＴＰＫＦに対する神様の思

いを伝えてくださいました。イエス・キリストは、ご

自分の体である教会が神の国の命にあふれて 3世代

にわたって成長する姿を見せて

くださいました。さあ、増え広

がる神の約束を見続けていきま

しょう。� （議長：中見透）

　『すべての世代が用いられる』　三回の聖会を通して、一

貫して語られたメッセージ。それは、『三世代で神に仕える』

ということだった。一言で言い表すならば『すべての世代

が用いられる』ということだ。神に仕える事に定年はない。

私たちは霊的に成長していくためには祈りと御言葉のうち

に神様との関係をしっかりと築いて行く事が大切である。

聖書の中には、残念ながら信仰継承ができた人物とでき

なかった人物が明確に記されている。なによりもまず、私

たちがしなくてはならないことは信仰をのちの世代に伝え

ていくということである。それはどのようになされていくの

か？詩篇71:18にはこう記されている。「年老いて、しらが

になっても、神よ、私を捨てないでください。私はなおも、

あなたの力を次の世代にあなたの大能のわざを後にくるす

べてのものに告げ知らせます。」この箇所に記されているよ

うに、若い世代に私たちが伝えるべきことは、自分たちが

何をやってきたかという苦労話ではなく、自分の人生の中

で神がどのように働かれてきたかということである。神の

みわざを伝える事である。また、包み隠さず伝えることも

必要なことである。すべての良いこと、失敗も率直に伝え

ることが必要である、とのこと。三世代で神に仕えるとい

う事は、誰にも定年がない、という事である。”生涯現役

“という言葉は教会でこそ使われるべきではないだろうか？

　使徒２：１７－１８『神は言われる。終わりの日に、わた

しの霊をすべての人に注ぐ。するとあなたがたの息子や娘

は預言し、青年は幻を見、老人は夢を見る。その日、わた

しのしもべにも、はしためにも、わたしの霊を注ぐ。すると、

彼らは預言する。』具体的にどのような働きが世代別に託

されているのか。

　①２５歳以下（息子や娘の世代）預言をする。人との壁

がなく、みんなが友達、という感覚をもっている世代。様々

なツールを用いて伝える事ができる。②青年（２５歳から

５５歳まで）ビジョンを見てそれを具体化し、戦略を練る。

③老人（５５歳以上）夢を見る。見た夢を口に出して語ら

なければいない。語った夢に対して、青年世代が計画と戦

略を練る。

　しかし気をつけなければならないことがある。①上の世

代は下の世代の成功に嫉妬しないこと。見た目で判断しな

いこと。②下の世代は偶像（インターネットやラインなどの

仮想繋がり）を警戒すること。ニセモノの安心感で満足し

てはいけない。神様以外に自分を究極的に満たす事がで

きない事を常に意識し、心に留めて『神の国と神の義』を

最優先すること。わたしたちの究極局的な目的は、自分自

身が特別な体験をしたり、陶酔したりして満足する事では

ない。それらを通して神様が働かれ、主の御名を呼び求

める人がみな救われる事である。

メッセージＣＤ（聖会）お求めは、宣教メディアセンターまで

マタイ.�5:14-16

親愛なる日本のＴＰＫＦ諸教会の皆様、Fida インターナ

ショナルは、単ペン大会第５０回記念の知らせを、喜びを

もって受け取りました。私たちは神の大いなる祝福が大会

の上にあるように祈り、願います。私たちはまた、キッズや

ユースが皆様の大会の中でもたれることを聞き、うれしく

思います。�私たちの働きを子供たちや若者に焦点を合わ

せる時、その働きは持続可能で、実り多い未来となります。

Fidaは、ＴＰＫＦの諸教会の皆さんと近い関係、パートナー

シップ契約をもっていることを幸いに思います。私たちは、

これからも、皆様の教会と協力していく準備ができていま

す。私たちは皆様にとって祝福となること、日本全体の祝

福となることができることを願っています。ＦＩＤＡインター

ナショナルから、祝福とお祝いを申し上げます。

Harri Hakola 　事務局長　

　皆様が第 50回記念を祝うのにあたり、神の祝福を願い、

あいさつをスウェーデンのペンテコステ運動から大いなる

喜びをもって贈ります。1949 年に中国の門が閉ざされた

時、1907 年から1949 年の間に私たちは 100 人以上の

宣教師を遣わしていましたが、その時、日本の門が開か

れました。スウェーデンでは、日本を「日の上る地」と呼

んでいます。私たちは今日、そして未来において、「恵み

の太陽」の中で、歩き続けることを確信しています。預言

者マラキは預言しました。「しかし、わたしの名を恐れるあ

なたがたには、義の太陽が上り、その翼には、いやしが

ある。」（4:2）この預言は「日の上る地」に住むあなたが

たに適用されます。親愛なる友人たち　－　私たちの兄弟

であり代表であるヨルゲン・河西師を通して、私たちのお

祝いをお受け取りください。Ⅰコリント16:9で、使徒パウ

ロは、エペソで「働きのための広い門が……開かれており」

と報告しています。しかし、反対者も大ぜいいると。それ

は、地球上のすべて、日本でも、スウェーデンにおいても、

神の御国において本当です。しかし、神は、宣教が完成

するまで、私たちと共におられると約束されました。

Lars-Evert Jonsson　

スウェーデン、国際ペンテコステ、東／東南アジア地域担当議長　

単立ペンテコステ教会諸教会（名簿順）
北広島自由キリスト教会�／�房総中央キリスト教会�／�大佐和キリスト教会�／�町田純福音教会�／�鶴見純福音教会�／�横浜フィラデルフィヤ教会��
磯子フィラデルフィヤ教会　／　金沢フィラデルフィヤ教会　／　横須賀クリスチャンセンター　／　保土ケ谷純福音教会神の愛チャペル�
大和あがないの丘キリスト教会�／�戸塚カルバリ純福音教会�／�栄シャローム福音教会�／�伊勢原聖書キリスト教会�／�秦野クリスチャンセンター�
北アルプスグローバルチャーチ白馬キリスト福音センター�／�南アルプスグローバルチャーチ小笠原純福音教会�／�甲府カルバリ純福音教会�
富士吉田純福音キリスト教会�／�ハーベスト・チャーチ山梨�／�裾野純福音キリスト教会�／�御殿場純福音キリスト教会�
富士純福音キリスト教会グレースチャーチ�／�小松ベタニヤ福音教会�／�南部キリスト教会�／�福井自由キリスト教会�／�ブンキョーゴスペルセンター�
松岡福音教会�／�丸岡福音キリスト教会�／�勝山自由キリスト教会�／�三国自由キリスト教会�／�敦賀自由キリスト教会�／�ホープハウス
武生自由キリスト教会／小浜キリスト福音教会�／�小浜キリスト福音教会三方伝道所�／�金津福音キリスト教会�／�三田純福音教会高富グレイスチャペル�
岐阜純福音教会�／�岐阜純福音白鳥教会�／�岐阜純福音大森チャーチ／�大垣インターナショナル・フルゴスペルチャーチ�
美濃グレースチャーチ�／�岐阜中央チャペル／本地ガ原自由キリスト教会�／�瀬戸サレム教会�／�安曇川キリスト福音教会�／�守山キリスト福音教会�
大津韓国福音教会�／�大津キリスト福音教会�／�田上キリスト教会（大津キリスト福音教会伝道所）�／�甲賀キリスト福音教会�／�水口キリスト福音教会�
甲西キリスト福音教会�／�雲井キリスト福音教会�／�米原キリスト福音教会�／�綾部キリスト福音教会�／�亀岡ベタニヤ教会�／�京都キリスト福音教会�
山科キリスト福音教会�／�深草キリスト福音教会／宇治キリストペンテコステ教会�／�木幡キリスト福音教会�／�ひらかたキリスト福音教会ミラクルチャーチ�
須磨自由キリスト教会�／�神戸フィラデルフィヤ教会／南さつまキリスト福音教会
　以上の教会に1部�以上を送っています。私たちの願いはすべてのＴＰＫＦの信徒が一部ずつ持つことです。
　ご意見、ご感想は次の�メールにお願いします。tpkf.pentecost@gmail.com

　� ＴＰＫＦの公式ホームページ　http://www.tpkf.org/

ＴＰＫＦ 単ペン第50回記念大会　─メッセージ要約─

ＴＰＫＦ ─聖書学校・消息・その他のお知らせ─

ＴＰＫＦ 単ペン第50回記念大会　─海外からの祝辞─

　記録破りの猛暑を経て９月３

日、２学期が始まりました。すっ

きりと秋が到来して、どの顔も爽

やかです。早速に夏の証しの分か

ち合いが始まりました。例年以

上に豊かな聖霊のお働きを多くの学生から聞くことができまし

た。キャンプや聖会、教会内外での個人的な交わりの中で、幼

子たちから青年まで、友人や家族のあいだで、救いや聖霊の満

たしに導かれた方が多く起こされました。そのみわざに立ち会

えた学生たちも福音の管になり得て、喜び一杯でした。KBI で

は学びが机上のものに終わらず、宣教の現場につながっていく

ことを絶えず目指していますので、絶好のスタートとなりまし

た。

　10月には日本中で祈られていますエンパワード２１がここ

から５０キロ程の京都でもたれますし、3学期にはその主講師

であるニコ牧師の教会で３－４週間の特別海外研修も予定され

ています。主は宣教の最後のラン

ナーとして日本の若者を育てよ

うとされています。

この年度後半の主のなさること

に期待をふくらませています。

関西聖書学院　大田裕作

＊日本ペンテコステ協議会（JPC）

１．世界ペンテコステ大会

８月27日－３０日、マレーシアのクワランプール、カルバリーコンベ

ンションセンター（教会員 2000 名）で第２３回ペンテコステ世界大

会が開かれ、日本から約１６名、世界から3600 名が出席。初日の

5000人収容できるカルバリーコンベンションセンターの献堂式にマ

レーシア首相からの挨拶が届いた。カルバリー教会は1972年 35 名

の家庭集会から始まり、2007年新会堂をたてるために土地を購入、

２０１３年いくつもの問題を乗り越えて献堂式を迎えた。大会では、

今はキリストの再臨される時代、救いの目的はきよくなること、神と交

わりを持つ目的はきよくなること、問題の中を通されるとき、それは神

の力を経験するときである。あなたの働きに神のみ手が見えないとき、

その時こそ神に信頼せよ、モルデカイが絶えずエステルのそばにいた

ように、教会には絶えず聖霊がそばにおられる。聖霊が命を与えて下

さる、あなたの夢は死んでいない、宣教は終わっていない、赦し、和

解し、貧しい人を養い、囚われ人を解き放ち、この世界を勝ち取って

いくのだ、と力強くメッセージが各講師により語られた。3年後の大

会はブラジルで開かれる。

＊日本リバイバル同盟（NRA）

１．吉田隆師が新評議員会に加わられた。

２．エンパワード２１

１０月１１日―１４日国立京都国際会館でエンパワード２１が開催される。

問い合わせは事務局　京都中央チャペル内０７５－７０８－６３４３まで。

＊日本ペンテコステネットワーク（JPN）

ペンテコステ２５団体が JPNに加盟し、相互の情報、世界のペンテコ

ステ情報を共有し、発信している。

「そして、彼を連れ出して仰せられた。『さあ、天を見上げなさい。
星を数えることができるなら、それを数えなさい。』さらに仰せられた。

『あなたの子孫はこのようになる。』彼は主を信じた。主はそれを彼の義と認められた。」
創世記 15 章５―６節

ＰＹＭより、ＴＰＫＦ第５０回記念大会へのあいさつ

　ノルウェーのペンテコステ海外宣教団（ＰＹＭ）として、

第 50 回記念ＴＰＫＦ大会にお祝いを申し上げます。日本

におけるＴＰＫＦの諸教会を通して神がなされたことを感謝

し、これからも神が祝福されることを祈ります。ＰＹＭはまた、

ノルウェーの宣教師たちが日本で彼らの働きを通して成し遂

げてきたことを感謝します。私たちはＴＰＫＦとのパートナー

を継続し、あなたの国において霊的なブレイク・スルーを見

ることを望んでいます。神の祝福が大会に、ＴＰＫＦ諸教

会にありますように。� Bjørn Bjørnø　　ＰＹＭ総主事　
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　今回の大会は５０回という記念

すべき会に会わせてシニア、ユー

ス、キッズと三つの世代に別れて

行われました。私はユース大会に

参加したのでその証をみなさんに

シェアしたいと思います。

ユースは２泊３日教会に寝袋で泊まり、初日の年代別フェ

ローシップでは、全国の同年代のユースと交わる事で共に祈

れる仲間が新たに与えられ良い交わりの時を持つことができ

ました。二日目の午前中の集会では講師に中山有太先生をお

招きして熱いメッセージを語ってもらいました。メッセージ

の中では、今何に Focus を合わせているか、何を一番にし

ているかということをメッセージしてくださいました。私は

メッセージの中で、自分の意識の中では神様を一番に日々歩

んでいたつもりでしたが、それはあくまでもつもりで、神様

は見えていましたが Focus が神様に合っていなかったこと

に気付かされました。神様を見上げる視野の中に余計な思い

や古い自分の性質、習慣などが邪魔をし

てはっきりと神様を見上げる事ができま

せんでした。Focus を神様に合わせると

いうことは同時に自分の弱さや改めるべ

き点にも気付くことになります。

私は大会の後このことがずっと頭の中から離れず神様に悔い

改めの祈りをしました。祈りの後、はっきりと神様に focus

を合わす事ができました。日々神様に Focus を合わせる為

にはいつも神様とのメンテナンス（ディボーション）を大事

にし時間をかけることが大切だと学びました。メッセージに

後は BBQ を、その後は水浸し大運動会とユースらしいプロ

グラムが続きました。三日目にはメインの大会に合流し、講

師の永井信義先生からメッセージを聞きました。先生のメッ

セージを通して、上の世代も下の世代も互いの為に祈り一致

を持つことで TPKF は前進し、これからの将来には希望があ

ると確信しました。これからの TPKF の大きな歩みに期待し

共に前進できるこの喜びを心から感謝します。

 横須賀クリスチャンセンター　山田愛也

　キッズ大会は谷口先生をお迎

えし、35 人程のお友達が集ま

り走って叫んで大暴れ☆した 3

日間でした。色々な地域から集

まり、年齢差も大きく心配もあ

りましたが、主の良き助けと配慮によりプログラムを進める

ことができました。低学年のお友達は初日から一気にヒート

アップ、高学年のお友達はどこかその勢いに圧倒されている

様で．．．2日目の日中は目一杯遊ぶことに徹しました。特に

落書き大会、水遊び大会はお友達も奉仕者も関係なく、絵の

具だらけ、水まみれになって楽しみました☆そのような段階

を経て、集会では心打ち解けた中で礼拝するができました。

　「ザアカイ」「天に宝を積む」「永遠のいのち」3つのお話

を聞きました。内容もさることながら、お話をする時に一切

の視覚教材がありませんでした。ですが、お友達は先生が話

す姿を食い入るように見て、お話に耳を傾けていました。そ

れもそのはずです。先生が一生懸命に語りかけていたのはも

ちろんのこと、お友達と良い関係が築けていたということ、

またお友達の笑いの「ツボ」を良く捉えていたからだと思い

ます。たくさん体を動かして遊び、お友達同士も仲良くなり、

みんなで心から主に礼拝を捧げられたこと、感謝します。

（御殿場純福音キリスト教会　大胡田 光）

―　キッズ大会に参加したお友達の声　―

☆最初、「行きたい」って言ってたけど、出るはずのバスが

出なくなったり、電車でも行けない！となって、イエス様に

一生懸命お祈りして信じつづけて、お父さんにお願いしたら、

知り合いの人と行けるようになりました。そして、私はホー

ムスクーリングでなかなか友達ができなかったけど、みんな

気軽に話しかけてくれて、たくさん友達ができて嬉しかった

です！！

☆初めて来て友達できないって

思ってたら、話しかけてきてくれ

た子がいてうれしかったし、男女

仲良くできてうれしかった♪「落

書き大会」めっちゃおもしろかっ

た。次はユースでもやりたい。

☆ 3 年前に引越してきたけど、

友達がいなくって寂しかった。け

ど、このキャンプに来て、こんな

に友達が作れて嬉しかったです。

☆今年で 3回目のキャンプでし

た。遅れてきたけど、みんなに会

えたし他の子とも仲良くなれて良

かったです。

　2013 年アンケート調査結果を報告します。
応答数：合計５４教会（内訳：イースト１７教会、自由ク

リスチャン２１教会、キリスト福音１６教会）
○礼拝出席者数　１７９９名　　　
活会員１４５７名
（イースト 446 名　自由クリスチャン 581 名　キリスト福音 430 名）
客　員　１０４名
（イースト　32名　自由クリスチャン　40名　キリスト福音　32名）
求道者　２３８名
（イースト　54名　自由クリスチャン 104 名　キリスト福音　80名）
○信徒年齢層

10 代未満：� 118 名
10 代：� 137 名
20 代：� 152 名
30 代：� 212 名
40 代：� 220 名
50 代：� 257 名
60 代以上：� 596 名

○家族数：　４９１家族　
○男女比：　男性　３９％　／　女性　６１％

○説教奉仕について：
時間差があれば同じ聖日に奉仕できる　　　　２１名
説教者が来てくれるなら礼拝時間を変えてもいい　６教会

○教職者の学びたい分野
リーダーシップについて：１９名
セルグループについて�：１２名
コーチングについて　　�：１１名
祈りについて：　９名　／人間関係について：　８名
教会組織について：７名／カウンセリングについて：５名
葬儀について：５名／メンターについて：５名　
ブライダル：４名　説教：４名　宗教法人：４名
デボーション２名　／その他（世代交代、若者伝道、老人
伝道、TPKF のフェロシップ、教会開拓・増殖、インターネッ
トについて）

○ TPKF ホームページを見て連絡があった：７件

○献身者を探している　
牧会者 10名　伝道者７名　説教者 3名　教師 1名　
事務員 3名　奏楽者 1名
○新しい宣教師に期待すること
滞在期間▶　　3年：12教会　２年：２教会
　　　　　　　１年：３教会　数ヶ月：２教会
期待する働き▶英会話：13教会　若者集会：12教会
　　　　　　　伝道：12教会　説教：５教会
　　　　　　　婦人集会：２教会　
経済▶　　　　部分サポートができる：４教会
　　　　　　　できない：９教会
　　　　　　　本国からフルサポートして欲しい：14教会

《イースト》
　『楽しかった！』という感想が

多かったです。こういう大会に初

めて参加した、という方の一人

は『メッセージも分科会も、面白

く興味深い内容で無理なく大会に溶け込む事ができました。』

と喜んで語ってくださいました。久しぶりに再会し、話に花が

咲いて咲いて時間が経つのも忘れてしまうほど。笑顔と明る

い笑い声の絶えない素晴らしい三日間でした。これこそ、主

にある家族の醍醐味だと思います。初めて会う兄弟姉妹とも、

いろんな場面で話す事ができ、天国の前味、というのでしょ

うか、ともに賛美し、祈り、御言葉に耳を傾ける。神様の素

晴らしさを褒め称える。３００人近くの参加者が時間を共有

する事のできる機会は大変貴重だったと思います。『三世代

にわたって』というメッセージのテーマも今の時代に即した実

行しやすい大事なトピックでした。

すべての世代に共通して言える事ですが、自分自身が普段の

生活の中でなににフォーカスをしているかという事を問われ

続けた三日間でもありました。日曜日だけでなく、日々、一

瞬一瞬が神様の働きにフォーカスされているべきである事を

教えられ、分かってはいても絶えず自分が神様とどのような

関係にあるかをチェックする必要がある事を思わされていま

す。 栄シャローム福音教会　小山晶子

《ＦＣＭＦ》 
　今回が初めての参加だったので、3日間どのような時間を

過ごせるか期待と不安の入り混じった気持ちでした。特に泊

まる場所が知らない方の中で二歳になる娘と二人⋯。迷惑

かけないか心配でしたが、一緒に泊まったお姉ちゃん達が遊

んでくれて助かりました。夜も泣かずに、周りの方を起こさ

ずに済みました。

　同年代、また同じ立場の方 と々の交わりは、大きな励ましと

なりました。教会の事、子育ての事、夫婦関係、など分かち合

うことも出来、お互いのために祈り合う時間も与えられました。

　気候も福井に比べて、とても涼しく過ごしやすかった事も

感謝でした。娘と温泉に行き、お散歩し、日常の事に追われ

る事なく親子の時間をいつも以上に取れ、楽しめました。

（主人は、忙しそうでしたが⋯。）ゆっくりメッセージを聞けた

らと思っていましたが、今振り返ると、ほとんどのメッセージ

の時、娘は寝ていてくれま

した。色々な形で主の愛、

憐れみを体験した3日間と

なりました。

ブンキョーゴスペルセンター　

　川内典子

《キリスト福音》
　関西を中心としたキリスト

福音グループからの感想で

す。「三世代にわかれて、そ

れぞれが FOCUSできるプロ

グラムが良かったです。二日

目の夜にはユースも一緒にメインの集会に参加ができて、一

体感を感じました。（某牧師）」「私は同年代のクリスチャンと

の出会いがとても大きかったと感じています。私の周りには

30前後のクリスチャンが少なかったので、近い年代に出会え

たのは、話も弾むし、楽しかったのを覚えています。また子

供たちのダンスを見て、更に若い力を感じることができてと

ても嬉しかったです。（青年）」これらの声のほかに、「とても

よかったけれど、1泊 2日で帰るのがもったいなかった。来

年は全参加したい（40 代）」「同じグループの他の教会のユー

スとなかよくなれてうれしい。（ユース）」「すごく中身の濃い

話をして、祈り合えた。」いう声も聞こえてきました。

　総じて充実した3日間であったという感想でした。「来年

の企画に加わりたい」という若枝ユースからの声も上がって

います。� 　守山キリスト福音教会　上田勇矢

編集長のデスクより
　今年の第50 回ＴＰ

ＫＦ大会の主講師永井

信義先生は、1991年

アメリカから帰国され、

保土ヶ谷純福音教会の

牧師として5年間ご奉

仕してくださいました。大会で「3世代にわたる祝福のフォー

カス」をお話いただき、時宜にかなったメッセージをいただ

きました。

　主が次世代を起こしてくださり、私たちがバトンを渡しても

共に走り、励まし、コーチングし、一緒に労すること、定年

はないのです、と聖書からお話くださいました。バトンを渡し

てからも先頭を走るのではなく、次世代の後ろを走るのです、

と実演してくれました。　バトンを渡したらそれで私の役目は

終わりだとどこかで考えていたところがありましたが、キリス

トの体である教会の中では年齢に応じた大事な働きがあるこ

とを認識させられました。教職者や教会員の高齢化が指摘さ

れてきた中での第５０回ＴＰＫＦ大会でしたが、大人、ユース、

子供という年齢別の集まりそのものがこれからのＴＰＫＦの明

るい将来を物語っていました。アンケート調査でも若い年代

層の働き人が増えてきていることに感謝します。

� （中見　透）

ＴＰＫＦ 単ペン大会　─諸教会からの声─

ＴＰＫＦ 単ペン第50回記念大会　─こども大会の証し─

ＴＰＫＦ 単ペン第50回記念大会　─ユース大会の証し─単ペン大会 50 年　─アンケート結果から現状を見、将来を見る─

○教職者数　８８名
20 代：� 2 名
30 代：�12 名
40 代：� 7 名
50 代：�17 名
60 代：�26 名
70 代：� 8 名
80 代：� 5 名

≪ホームページのお知らせ≫

111 号は、単ペン 50 周年大会

特集記事につき、ＴＰＫＦホー

ムページでは、カラー版を掲

載します。ぜひご覧ください。

⇒ http://www.tpkf.org/写真：単ペン大会
バンクエットでのお祝いケーキ

礼拝出席者構成

活会員数 客員 求道者 総数

1,457 104 238 1,799

男女比

男性 女性

3.9 6.1

年代別礼拝構成表

年代 10 歳未 10 歳 20 歳 30 歳 40 歳 50 歳 60 歳上 総人数

人数 118 137 152 212 220 257 596 1,692

家族数

491

教職者年代別人数表

年代 20 歳 30 歳 40 歳 50 歳 60 歳 70 歳 80 歳 総数 実総数

人数 2 12 7 17 26 8 5 77 88

割合 3% 16% 9% 22% 34% 10% 6%
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　今回の大会は５０回という記念

すべき会に会わせてシニア、ユー

ス、キッズと三つの世代に別れて

行われました。私はユース大会に

参加したのでその証をみなさんに

シェアしたいと思います。

ユースは２泊３日教会に寝袋で泊まり、初日の年代別フェ

ローシップでは、全国の同年代のユースと交わる事で共に祈

れる仲間が新たに与えられ良い交わりの時を持つことができ

ました。二日目の午前中の集会では講師に中山有太先生をお

招きして熱いメッセージを語ってもらいました。メッセージ

の中では、今何に Focus を合わせているか、何を一番にし

ているかということをメッセージしてくださいました。私は

メッセージの中で、自分の意識の中では神様を一番に日々歩

んでいたつもりでしたが、それはあくまでもつもりで、神様

は見えていましたが Focus が神様に合っていなかったこと

に気付かされました。神様を見上げる視野の中に余計な思い

や古い自分の性質、習慣などが邪魔をし

てはっきりと神様を見上げる事ができま

せんでした。Focus を神様に合わせると

いうことは同時に自分の弱さや改めるべ

き点にも気付くことになります。

私は大会の後このことがずっと頭の中から離れず神様に悔い

改めの祈りをしました。祈りの後、はっきりと神様に focus

を合わす事ができました。日々神様に Focus を合わせる為

にはいつも神様とのメンテナンス（ディボーション）を大事

にし時間をかけることが大切だと学びました。メッセージに

後は BBQ を、その後は水浸し大運動会とユースらしいプロ

グラムが続きました。三日目にはメインの大会に合流し、講

師の永井信義先生からメッセージを聞きました。先生のメッ

セージを通して、上の世代も下の世代も互いの為に祈り一致

を持つことで TPKF は前進し、これからの将来には希望があ

ると確信しました。これからの TPKF の大きな歩みに期待し

共に前進できるこの喜びを心から感謝します。

 横須賀クリスチャンセンター　山田愛也

　キッズ大会は谷口先生をお迎

えし、35 人程のお友達が集ま

り走って叫んで大暴れ☆した 3

日間でした。色々な地域から集

まり、年齢差も大きく心配もあ

りましたが、主の良き助けと配慮によりプログラムを進める

ことができました。低学年のお友達は初日から一気にヒート

アップ、高学年のお友達はどこかその勢いに圧倒されている

様で．．．2日目の日中は目一杯遊ぶことに徹しました。特に

落書き大会、水遊び大会はお友達も奉仕者も関係なく、絵の

具だらけ、水まみれになって楽しみました☆そのような段階

を経て、集会では心打ち解けた中で礼拝するができました。

　「ザアカイ」「天に宝を積む」「永遠のいのち」3つのお話

を聞きました。内容もさることながら、お話をする時に一切

の視覚教材がありませんでした。ですが、お友達は先生が話

す姿を食い入るように見て、お話に耳を傾けていました。そ

れもそのはずです。先生が一生懸命に語りかけていたのはも

ちろんのこと、お友達と良い関係が築けていたということ、

またお友達の笑いの「ツボ」を良く捉えていたからだと思い

ます。たくさん体を動かして遊び、お友達同士も仲良くなり、

みんなで心から主に礼拝を捧げられたこと、感謝します。

（御殿場純福音キリスト教会　大胡田 光）

―　キッズ大会に参加したお友達の声　―

☆最初、「行きたい」って言ってたけど、出るはずのバスが

出なくなったり、電車でも行けない！となって、イエス様に

一生懸命お祈りして信じつづけて、お父さんにお願いしたら、

知り合いの人と行けるようになりました。そして、私はホー

ムスクーリングでなかなか友達ができなかったけど、みんな

気軽に話しかけてくれて、たくさん友達ができて嬉しかった

です！！

☆初めて来て友達できないって

思ってたら、話しかけてきてくれ

た子がいてうれしかったし、男女

仲良くできてうれしかった♪「落

書き大会」めっちゃおもしろかっ

た。次はユースでもやりたい。

☆ 3 年前に引越してきたけど、

友達がいなくって寂しかった。け

ど、このキャンプに来て、こんな

に友達が作れて嬉しかったです。

☆今年で 3回目のキャンプでし

た。遅れてきたけど、みんなに会

えたし他の子とも仲良くなれて良

かったです。

　2013 年アンケート調査結果を報告します。
応答数：合計５４教会（内訳：イースト１７教会、自由ク

リスチャン２１教会、キリスト福音１６教会）
○礼拝出席者数　１７９９名　　　
活会員１４５７名
（イースト 446 名　自由クリスチャン 581 名　キリスト福音 430 名）
客　員　１０４名
（イースト　32名　自由クリスチャン　40名　キリスト福音　32名）
求道者　２３８名
（イースト　54名　自由クリスチャン 104 名　キリスト福音　80名）
○信徒年齢層

10 代未満：� 118 名
10 代：� 137 名
20 代：� 152 名
30 代：� 212 名
40 代：� 220 名
50 代：� 257 名
60 代以上：� 596 名

○家族数：　４９１家族　
○男女比：　男性　３９％　／　女性　６１％

○説教奉仕について：
時間差があれば同じ聖日に奉仕できる　　　　２１名
説教者が来てくれるなら礼拝時間を変えてもいい　６教会

○教職者の学びたい分野
リーダーシップについて：１９名
セルグループについて�：１２名
コーチングについて　　�：１１名
祈りについて：　９名　／人間関係について：　８名
教会組織について：７名／カウンセリングについて：５名
葬儀について：５名／メンターについて：５名　
ブライダル：４名　説教：４名　宗教法人：４名
デボーション２名　／その他（世代交代、若者伝道、老人
伝道、TPKF のフェロシップ、教会開拓・増殖、インターネッ
トについて）

○ TPKF ホームページを見て連絡があった：７件

○献身者を探している　
牧会者 10名　伝道者７名　説教者 3名　教師 1名　
事務員 3名　奏楽者 1名
○新しい宣教師に期待すること
滞在期間▶　　3年：12教会　２年：２教会
　　　　　　　１年：３教会　数ヶ月：２教会
期待する働き▶英会話：13教会　若者集会：12教会
　　　　　　　伝道：12教会　説教：５教会
　　　　　　　婦人集会：２教会　
経済▶　　　　部分サポートができる：４教会
　　　　　　　できない：９教会
　　　　　　　本国からフルサポートして欲しい：14教会

《イースト》
　『楽しかった！』という感想が

多かったです。こういう大会に初

めて参加した、という方の一人

は『メッセージも分科会も、面白

く興味深い内容で無理なく大会に溶け込む事ができました。』

と喜んで語ってくださいました。久しぶりに再会し、話に花が

咲いて咲いて時間が経つのも忘れてしまうほど。笑顔と明る

い笑い声の絶えない素晴らしい三日間でした。これこそ、主

にある家族の醍醐味だと思います。初めて会う兄弟姉妹とも、

いろんな場面で話す事ができ、天国の前味、というのでしょ

うか、ともに賛美し、祈り、御言葉に耳を傾ける。神様の素

晴らしさを褒め称える。３００人近くの参加者が時間を共有

する事のできる機会は大変貴重だったと思います。『三世代

にわたって』というメッセージのテーマも今の時代に即した実

行しやすい大事なトピックでした。

すべての世代に共通して言える事ですが、自分自身が普段の

生活の中でなににフォーカスをしているかという事を問われ

続けた三日間でもありました。日曜日だけでなく、日々、一

瞬一瞬が神様の働きにフォーカスされているべきである事を

教えられ、分かってはいても絶えず自分が神様とどのような

関係にあるかをチェックする必要がある事を思わされていま

す。 栄シャローム福音教会　小山晶子

《ＦＣＭＦ》 
　今回が初めての参加だったので、3日間どのような時間を

過ごせるか期待と不安の入り混じった気持ちでした。特に泊

まる場所が知らない方の中で二歳になる娘と二人⋯。迷惑

かけないか心配でしたが、一緒に泊まったお姉ちゃん達が遊

んでくれて助かりました。夜も泣かずに、周りの方を起こさ

ずに済みました。

　同年代、また同じ立場の方 と々の交わりは、大きな励ましと

なりました。教会の事、子育ての事、夫婦関係、など分かち合

うことも出来、お互いのために祈り合う時間も与えられました。

　気候も福井に比べて、とても涼しく過ごしやすかった事も

感謝でした。娘と温泉に行き、お散歩し、日常の事に追われ

る事なく親子の時間をいつも以上に取れ、楽しめました。

（主人は、忙しそうでしたが⋯。）ゆっくりメッセージを聞けた

らと思っていましたが、今振り返ると、ほとんどのメッセージ

の時、娘は寝ていてくれま

した。色々な形で主の愛、

憐れみを体験した3日間と

なりました。

ブンキョーゴスペルセンター　

　川内典子

《キリスト福音》
　関西を中心としたキリスト

福音グループからの感想で

す。「三世代にわかれて、そ

れぞれが FOCUSできるプロ

グラムが良かったです。二日

目の夜にはユースも一緒にメインの集会に参加ができて、一

体感を感じました。（某牧師）」「私は同年代のクリスチャンと

の出会いがとても大きかったと感じています。私の周りには

30前後のクリスチャンが少なかったので、近い年代に出会え

たのは、話も弾むし、楽しかったのを覚えています。また子

供たちのダンスを見て、更に若い力を感じることができてと

ても嬉しかったです。（青年）」これらの声のほかに、「とても

よかったけれど、1泊 2日で帰るのがもったいなかった。来

年は全参加したい（40 代）」「同じグループの他の教会のユー

スとなかよくなれてうれしい。（ユース）」「すごく中身の濃い

話をして、祈り合えた。」いう声も聞こえてきました。

　総じて充実した3日間であったという感想でした。「来年

の企画に加わりたい」という若枝ユースからの声も上がって

います。� 　守山キリスト福音教会　上田勇矢

編集長のデスクより
　今年の第50 回ＴＰ

ＫＦ大会の主講師永井

信義先生は、1991年

アメリカから帰国され、

保土ヶ谷純福音教会の

牧師として5年間ご奉

仕してくださいました。大会で「3世代にわたる祝福のフォー

カス」をお話いただき、時宜にかなったメッセージをいただ

きました。

　主が次世代を起こしてくださり、私たちがバトンを渡しても

共に走り、励まし、コーチングし、一緒に労すること、定年

はないのです、と聖書からお話くださいました。バトンを渡し

てからも先頭を走るのではなく、次世代の後ろを走るのです、

と実演してくれました。　バトンを渡したらそれで私の役目は

終わりだとどこかで考えていたところがありましたが、キリス

トの体である教会の中では年齢に応じた大事な働きがあるこ

とを認識させられました。教職者や教会員の高齢化が指摘さ

れてきた中での第５０回ＴＰＫＦ大会でしたが、大人、ユース、

子供という年齢別の集まりそのものがこれからのＴＰＫＦの明

るい将来を物語っていました。アンケート調査でも若い年代

層の働き人が増えてきていることに感謝します。

� （中見　透）

ＴＰＫＦ 単ペン大会　─諸教会からの声─

ＴＰＫＦ 単ペン第50回記念大会　─こども大会の証し─

ＴＰＫＦ 単ペン第50回記念大会　─ユース大会の証し─単ペン大会 50 年　─アンケート結果から現状を見、将来を見る─

○教職者数　８８名
20 代：� 2 名
30 代：�12 名
40 代：� 7 名
50 代：�17 名
60 代：�26 名
70 代：� 8 名
80 代：� 5 名

≪ホームページのお知らせ≫

111 号は、単ペン 50 周年大会

特集記事につき、ＴＰＫＦホー

ムページでは、カラー版を掲

載します。ぜひご覧ください。

⇒ http://www.tpkf.org/写真：単ペン大会
バンクエットでのお祝いケーキ

礼拝出席者構成

活会員数 客員 求道者 総数

1,457 104 238 1,799

男女比

男性 女性

3.9 6.1

年代別礼拝構成表

年代 10 歳未 10 歳 20 歳 30 歳 40 歳 50 歳 60 歳上 総人数

人数 118 137 152 212 220 257 596 1,692

家族数

491

教職者年代別人数表

年代 20 歳 30 歳 40 歳 50 歳 60 歳 70 歳 80 歳 総数 実総数

人数 2 12 7 17 26 8 5 77 88

割合 3% 16% 9% 22% 34% 10% 6%
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　今回の大会は５０回という記念

すべき会に会わせてシニア、ユー

ス、キッズと三つの世代に別れて

行われました。私はユース大会に

参加したのでその証をみなさんに

シェアしたいと思います。

ユースは２泊３日教会に寝袋で泊まり、初日の年代別フェ

ローシップでは、全国の同年代のユースと交わる事で共に祈

れる仲間が新たに与えられ良い交わりの時を持つことができ

ました。二日目の午前中の集会では講師に中山有太先生をお

招きして熱いメッセージを語ってもらいました。メッセージ

の中では、今何に Focus を合わせているか、何を一番にし

ているかということをメッセージしてくださいました。私は

メッセージの中で、自分の意識の中では神様を一番に日々歩

んでいたつもりでしたが、それはあくまでもつもりで、神様

は見えていましたが Focus が神様に合っていなかったこと

に気付かされました。神様を見上げる視野の中に余計な思い

や古い自分の性質、習慣などが邪魔をし

てはっきりと神様を見上げる事ができま

せんでした。Focus を神様に合わせると

いうことは同時に自分の弱さや改めるべ

き点にも気付くことになります。

私は大会の後このことがずっと頭の中から離れず神様に悔い

改めの祈りをしました。祈りの後、はっきりと神様に focus

を合わす事ができました。日々神様に Focus を合わせる為

にはいつも神様とのメンテナンス（ディボーション）を大事

にし時間をかけることが大切だと学びました。メッセージに

後は BBQ を、その後は水浸し大運動会とユースらしいプロ

グラムが続きました。三日目にはメインの大会に合流し、講

師の永井信義先生からメッセージを聞きました。先生のメッ

セージを通して、上の世代も下の世代も互いの為に祈り一致

を持つことで TPKF は前進し、これからの将来には希望があ

ると確信しました。これからの TPKF の大きな歩みに期待し

共に前進できるこの喜びを心から感謝します。

 横須賀クリスチャンセンター　山田愛也

　キッズ大会は谷口先生をお迎

えし、35 人程のお友達が集ま

り走って叫んで大暴れ☆した 3

日間でした。色々な地域から集

まり、年齢差も大きく心配もあ

りましたが、主の良き助けと配慮によりプログラムを進める

ことができました。低学年のお友達は初日から一気にヒート

アップ、高学年のお友達はどこかその勢いに圧倒されている

様で．．．2日目の日中は目一杯遊ぶことに徹しました。特に

落書き大会、水遊び大会はお友達も奉仕者も関係なく、絵の

具だらけ、水まみれになって楽しみました☆そのような段階

を経て、集会では心打ち解けた中で礼拝するができました。

　「ザアカイ」「天に宝を積む」「永遠のいのち」3つのお話

を聞きました。内容もさることながら、お話をする時に一切

の視覚教材がありませんでした。ですが、お友達は先生が話

す姿を食い入るように見て、お話に耳を傾けていました。そ

れもそのはずです。先生が一生懸命に語りかけていたのはも

ちろんのこと、お友達と良い関係が築けていたということ、

またお友達の笑いの「ツボ」を良く捉えていたからだと思い

ます。たくさん体を動かして遊び、お友達同士も仲良くなり、

みんなで心から主に礼拝を捧げられたこと、感謝します。

（御殿場純福音キリスト教会　大胡田 光）

―　キッズ大会に参加したお友達の声　―

☆最初、「行きたい」って言ってたけど、出るはずのバスが

出なくなったり、電車でも行けない！となって、イエス様に

一生懸命お祈りして信じつづけて、お父さんにお願いしたら、

知り合いの人と行けるようになりました。そして、私はホー

ムスクーリングでなかなか友達ができなかったけど、みんな

気軽に話しかけてくれて、たくさん友達ができて嬉しかった

です！！

☆初めて来て友達できないって

思ってたら、話しかけてきてくれ

た子がいてうれしかったし、男女

仲良くできてうれしかった♪「落

書き大会」めっちゃおもしろかっ

た。次はユースでもやりたい。

☆ 3 年前に引越してきたけど、

友達がいなくって寂しかった。け

ど、このキャンプに来て、こんな

に友達が作れて嬉しかったです。

☆今年で 3回目のキャンプでし

た。遅れてきたけど、みんなに会

えたし他の子とも仲良くなれて良

かったです。

　2013 年アンケート調査結果を報告します。
応答数：合計５４教会（内訳：イースト１７教会、自由ク

リスチャン２１教会、キリスト福音１６教会）
○礼拝出席者数　１７９９名　　　
活会員１４５７名
（イースト 446 名　自由クリスチャン 581 名　キリスト福音 430 名）
客　員　１０４名
（イースト　32名　自由クリスチャン　40名　キリスト福音　32名）
求道者　２３８名
（イースト　54名　自由クリスチャン 104 名　キリスト福音　80名）
○信徒年齢層

10 代未満：� 118 名
10 代：� 137 名
20 代：� 152 名
30 代：� 212 名
40 代：� 220 名
50 代：� 257 名
60 代以上：� 596 名

○家族数：　４９１家族　
○男女比：　男性　３９％　／　女性　６１％

○説教奉仕について：
時間差があれば同じ聖日に奉仕できる　　　　２１名
説教者が来てくれるなら礼拝時間を変えてもいい　６教会

○教職者の学びたい分野
リーダーシップについて：１９名
セルグループについて�：１２名
コーチングについて　　�：１１名
祈りについて：　９名　／人間関係について：　８名
教会組織について：７名／カウンセリングについて：５名
葬儀について：５名／メンターについて：５名　
ブライダル：４名　説教：４名　宗教法人：４名
デボーション２名　／その他（世代交代、若者伝道、老人
伝道、TPKF のフェロシップ、教会開拓・増殖、インターネッ
トについて）

○ TPKF ホームページを見て連絡があった：７件

○献身者を探している　
牧会者 10名　伝道者７名　説教者 3名　教師 1名　
事務員 3名　奏楽者 1名
○新しい宣教師に期待すること
滞在期間▶　　3年：12教会　２年：２教会
　　　　　　　１年：３教会　数ヶ月：２教会
期待する働き▶英会話：13教会　若者集会：12教会
　　　　　　　伝道：12教会　説教：５教会
　　　　　　　婦人集会：２教会　
経済▶　　　　部分サポートができる：４教会
　　　　　　　できない：９教会
　　　　　　　本国からフルサポートして欲しい：14教会

《イースト》
　『楽しかった！』という感想が

多かったです。こういう大会に初

めて参加した、という方の一人

は『メッセージも分科会も、面白

く興味深い内容で無理なく大会に溶け込む事ができました。』

と喜んで語ってくださいました。久しぶりに再会し、話に花が

咲いて咲いて時間が経つのも忘れてしまうほど。笑顔と明る

い笑い声の絶えない素晴らしい三日間でした。これこそ、主

にある家族の醍醐味だと思います。初めて会う兄弟姉妹とも、

いろんな場面で話す事ができ、天国の前味、というのでしょ

うか、ともに賛美し、祈り、御言葉に耳を傾ける。神様の素

晴らしさを褒め称える。３００人近くの参加者が時間を共有

する事のできる機会は大変貴重だったと思います。『三世代

にわたって』というメッセージのテーマも今の時代に即した実

行しやすい大事なトピックでした。

すべての世代に共通して言える事ですが、自分自身が普段の

生活の中でなににフォーカスをしているかという事を問われ

続けた三日間でもありました。日曜日だけでなく、日々、一

瞬一瞬が神様の働きにフォーカスされているべきである事を

教えられ、分かってはいても絶えず自分が神様とどのような

関係にあるかをチェックする必要がある事を思わされていま

す。 栄シャローム福音教会　小山晶子

《ＦＣＭＦ》 
　今回が初めての参加だったので、3日間どのような時間を

過ごせるか期待と不安の入り混じった気持ちでした。特に泊

まる場所が知らない方の中で二歳になる娘と二人⋯。迷惑

かけないか心配でしたが、一緒に泊まったお姉ちゃん達が遊

んでくれて助かりました。夜も泣かずに、周りの方を起こさ

ずに済みました。

　同年代、また同じ立場の方 と々の交わりは、大きな励ましと

なりました。教会の事、子育ての事、夫婦関係、など分かち合

うことも出来、お互いのために祈り合う時間も与えられました。

　気候も福井に比べて、とても涼しく過ごしやすかった事も

感謝でした。娘と温泉に行き、お散歩し、日常の事に追われ

る事なく親子の時間をいつも以上に取れ、楽しめました。

（主人は、忙しそうでしたが⋯。）ゆっくりメッセージを聞けた

らと思っていましたが、今振り返ると、ほとんどのメッセージ

の時、娘は寝ていてくれま

した。色々な形で主の愛、

憐れみを体験した3日間と

なりました。

ブンキョーゴスペルセンター　

　川内典子

《キリスト福音》
　関西を中心としたキリスト

福音グループからの感想で

す。「三世代にわかれて、そ

れぞれが FOCUSできるプロ

グラムが良かったです。二日

目の夜にはユースも一緒にメインの集会に参加ができて、一

体感を感じました。（某牧師）」「私は同年代のクリスチャンと

の出会いがとても大きかったと感じています。私の周りには

30前後のクリスチャンが少なかったので、近い年代に出会え

たのは、話も弾むし、楽しかったのを覚えています。また子

供たちのダンスを見て、更に若い力を感じることができてと

ても嬉しかったです。（青年）」これらの声のほかに、「とても

よかったけれど、1泊 2日で帰るのがもったいなかった。来

年は全参加したい（40 代）」「同じグループの他の教会のユー

スとなかよくなれてうれしい。（ユース）」「すごく中身の濃い

話をして、祈り合えた。」いう声も聞こえてきました。

　総じて充実した3日間であったという感想でした。「来年

の企画に加わりたい」という若枝ユースからの声も上がって

います。� 　守山キリスト福音教会　上田勇矢

編集長のデスクより
　今年の第50 回ＴＰ

ＫＦ大会の主講師永井

信義先生は、1991年

アメリカから帰国され、

保土ヶ谷純福音教会の

牧師として5年間ご奉

仕してくださいました。大会で「3世代にわたる祝福のフォー

カス」をお話いただき、時宜にかなったメッセージをいただ

きました。

　主が次世代を起こしてくださり、私たちがバトンを渡しても

共に走り、励まし、コーチングし、一緒に労すること、定年

はないのです、と聖書からお話くださいました。バトンを渡し

てからも先頭を走るのではなく、次世代の後ろを走るのです、

と実演してくれました。　バトンを渡したらそれで私の役目は

終わりだとどこかで考えていたところがありましたが、キリス

トの体である教会の中では年齢に応じた大事な働きがあるこ

とを認識させられました。教職者や教会員の高齢化が指摘さ

れてきた中での第５０回ＴＰＫＦ大会でしたが、大人、ユース、

子供という年齢別の集まりそのものがこれからのＴＰＫＦの明

るい将来を物語っていました。アンケート調査でも若い年代

層の働き人が増えてきていることに感謝します。

� （中見　透）

ＴＰＫＦ 単ペン大会　─諸教会からの声─

ＴＰＫＦ 単ペン第50回記念大会　─こども大会の証し─

ＴＰＫＦ 単ペン第50回記念大会　─ユース大会の証し─単ペン大会 50 年　─アンケート結果から現状を見、将来を見る─

○教職者数　８８名
20 代：� 2 名
30 代：�12 名
40 代：� 7 名
50 代：�17 名
60 代：�26 名
70 代：� 8 名
80 代：� 5 名

≪ホームページのお知らせ≫

111 号は、単ペン 50 周年大会

特集記事につき、ＴＰＫＦホー

ムページでは、カラー版を掲

載します。ぜひご覧ください。

⇒ http://www.tpkf.org/写真：単ペン大会
バンクエットでのお祝いケーキ

礼拝出席者構成

活会員数 客員 求道者 総数

1,457 104 238 1,799

男女比

男性 女性

3.9 6.1

年代別礼拝構成表

年代 10 歳未 10 歳 20 歳 30 歳 40 歳 50 歳 60 歳上 総人数

人数 118 137 152 212 220 257 596 1,692

家族数

491

教職者年代別人数表

年代 20 歳 30 歳 40 歳 50 歳 60 歳 70 歳 80 歳 総数 実総数

人数 2 12 7 17 26 8 5 77 88

割合 3% 16% 9% 22% 34% 10% 6%
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第50回 単立ペンテコステ大会

　1962 年、第１回目の大会が開かれ、今年、第 50

回ＴＰＫＦ大会を感謝と祝福のうちに持つことができ

ました。ＴＰＫＦ諸教会のお祈りとご協力を心より感

謝申し上げます。

　感謝…ＴＰＫＦ初期の宣教師の先生方は、主からの

大宣教命令への招きに応答され、モンゴル、中国、チ

ベット等に行かれました。宣教地が閉ざされたあとも

世界宣教の情熱は冷めることなく、主が導いいてくだ

さった日本へと福音宣教に来てくださいました。日本

のリバイバルを切に求めて祈り、日本を愛してイエス・

キリストを伝えてくださったことを感謝いたします。

また、開拓伝道初期に救われ、キリストの体である教

会に今日まで忠実に仕えてこられた日本人教職者の牧

師、伝道者、献身的な信徒の方々に感謝いたします。

聖書は神の言葉、聖霊の働き、失われてゆく人々への

熱い救霊の思いを引き継いで来ることができました。

　「FOUCUS」……フォーカス、これはアブラハムに

主が語られた「さあ、天を見上げなさい」という見る

べき焦点の方向を合わせようという意味ですが、第

５０回を迎えたＴＰＫＦ大会のターニングポイントの

言葉として選びました。アブラハムは年老い、主の約

束から 10年を経ても長子が与えられてはいませんで

した。否定的で消極的にならざるを得ない状況でうめ

いていたアブラハム。しかし、神の約束を具体的に夢

見ることができるように空の星を指し示し、満天の星

を見上げる事を通して、まだ見ていない子孫を星に重

ねて見ることができ、主のくださる祝福にフォーカス

し、そうなると信じたアブラハムの信仰は義と認めら

れました。今回の大会講師永井信義師は 3世代にわ

たる祝福を語って下さり、ＴＰＫＦに対する神様の思

いを伝えてくださいました。イエス・キリストは、ご

自分の体である教会が神の国の命にあふれて 3世代

にわたって成長する姿を見せて

くださいました。さあ、増え広

がる神の約束を見続けていきま

しょう。� （議長：中見透）

　『すべての世代が用いられる』　三回の聖会を通して、一

貫して語られたメッセージ。それは、『三世代で神に仕える』

ということだった。一言で言い表すならば『すべての世代

が用いられる』ということだ。神に仕える事に定年はない。

私たちは霊的に成長していくためには祈りと御言葉のうち

に神様との関係をしっかりと築いて行く事が大切である。

聖書の中には、残念ながら信仰継承ができた人物とでき

なかった人物が明確に記されている。なによりもまず、私

たちがしなくてはならないことは信仰をのちの世代に伝え

ていくということである。それはどのようになされていくの

か？詩篇71:18にはこう記されている。「年老いて、しらが

になっても、神よ、私を捨てないでください。私はなおも、

あなたの力を次の世代にあなたの大能のわざを後にくるす

べてのものに告げ知らせます。」この箇所に記されているよ

うに、若い世代に私たちが伝えるべきことは、自分たちが

何をやってきたかという苦労話ではなく、自分の人生の中

で神がどのように働かれてきたかということである。神の

みわざを伝える事である。また、包み隠さず伝えることも

必要なことである。すべての良いこと、失敗も率直に伝え

ることが必要である、とのこと。三世代で神に仕えるとい

う事は、誰にも定年がない、という事である。”生涯現役

“という言葉は教会でこそ使われるべきではないだろうか？

　使徒２：１７－１８『神は言われる。終わりの日に、わた

しの霊をすべての人に注ぐ。するとあなたがたの息子や娘

は預言し、青年は幻を見、老人は夢を見る。その日、わた

しのしもべにも、はしためにも、わたしの霊を注ぐ。すると、

彼らは預言する。』具体的にどのような働きが世代別に託

されているのか。

　①２５歳以下（息子や娘の世代）預言をする。人との壁

がなく、みんなが友達、という感覚をもっている世代。様々

なツールを用いて伝える事ができる。②青年（２５歳から

５５歳まで）ビジョンを見てそれを具体化し、戦略を練る。

③老人（５５歳以上）夢を見る。見た夢を口に出して語ら

なければいない。語った夢に対して、青年世代が計画と戦

略を練る。

　しかし気をつけなければならないことがある。①上の世

代は下の世代の成功に嫉妬しないこと。見た目で判断しな

いこと。②下の世代は偶像（インターネットやラインなどの

仮想繋がり）を警戒すること。ニセモノの安心感で満足し

てはいけない。神様以外に自分を究極的に満たす事がで

きない事を常に意識し、心に留めて『神の国と神の義』を

最優先すること。わたしたちの究極局的な目的は、自分自

身が特別な体験をしたり、陶酔したりして満足する事では

ない。それらを通して神様が働かれ、主の御名を呼び求

める人がみな救われる事である。

メッセージＣＤ（聖会）お求めは、宣教メディアセンターまで

マタイ.�5:14-16

親愛なる日本のＴＰＫＦ諸教会の皆様、Fida インターナ

ショナルは、単ペン大会第５０回記念の知らせを、喜びを

もって受け取りました。私たちは神の大いなる祝福が大会

の上にあるように祈り、願います。私たちはまた、キッズや

ユースが皆様の大会の中でもたれることを聞き、うれしく

思います。�私たちの働きを子供たちや若者に焦点を合わ

せる時、その働きは持続可能で、実り多い未来となります。

Fidaは、ＴＰＫＦの諸教会の皆さんと近い関係、パートナー

シップ契約をもっていることを幸いに思います。私たちは、

これからも、皆様の教会と協力していく準備ができていま

す。私たちは皆様にとって祝福となること、日本全体の祝

福となることができることを願っています。ＦＩＤＡインター

ナショナルから、祝福とお祝いを申し上げます。

Harri Hakola 　事務局長　

　皆様が第 50回記念を祝うのにあたり、神の祝福を願い、

あいさつをスウェーデンのペンテコステ運動から大いなる

喜びをもって贈ります。1949 年に中国の門が閉ざされた

時、1907 年から1949 年の間に私たちは 100 人以上の

宣教師を遣わしていましたが、その時、日本の門が開か

れました。スウェーデンでは、日本を「日の上る地」と呼

んでいます。私たちは今日、そして未来において、「恵み

の太陽」の中で、歩き続けることを確信しています。預言

者マラキは預言しました。「しかし、わたしの名を恐れるあ

なたがたには、義の太陽が上り、その翼には、いやしが

ある。」（4:2）この預言は「日の上る地」に住むあなたが

たに適用されます。親愛なる友人たち　－　私たちの兄弟

であり代表であるヨルゲン・河西師を通して、私たちのお

祝いをお受け取りください。Ⅰコリント16:9で、使徒パウ

ロは、エペソで「働きのための広い門が……開かれており」

と報告しています。しかし、反対者も大ぜいいると。それ

は、地球上のすべて、日本でも、スウェーデンにおいても、

神の御国において本当です。しかし、神は、宣教が完成

するまで、私たちと共におられると約束されました。

Lars-Evert Jonsson　

スウェーデン、国際ペンテコステ、東／東南アジア地域担当議長　

単立ペンテコステ教会諸教会（名簿順）
北広島自由キリスト教会�／�房総中央キリスト教会�／�大佐和キリスト教会�／�町田純福音教会�／�鶴見純福音教会�／�横浜フィラデルフィヤ教会��
磯子フィラデルフィヤ教会　／　金沢フィラデルフィヤ教会　／　横須賀クリスチャンセンター　／　保土ケ谷純福音教会神の愛チャペル�
大和あがないの丘キリスト教会�／�戸塚カルバリ純福音教会�／�栄シャローム福音教会�／�伊勢原聖書キリスト教会�／�秦野クリスチャンセンター�
北アルプスグローバルチャーチ白馬キリスト福音センター�／�南アルプスグローバルチャーチ小笠原純福音教会�／�甲府カルバリ純福音教会�
富士吉田純福音キリスト教会�／�ハーベスト・チャーチ山梨�／�裾野純福音キリスト教会�／�御殿場純福音キリスト教会�
富士純福音キリスト教会グレースチャーチ�／�小松ベタニヤ福音教会�／�南部キリスト教会�／�福井自由キリスト教会�／�ブンキョーゴスペルセンター�
松岡福音教会�／�丸岡福音キリスト教会�／�勝山自由キリスト教会�／�三国自由キリスト教会�／�敦賀自由キリスト教会�／�ホープハウス
武生自由キリスト教会／小浜キリスト福音教会�／�小浜キリスト福音教会三方伝道所�／�金津福音キリスト教会�／�三田純福音教会高富グレイスチャペル�
岐阜純福音教会�／�岐阜純福音白鳥教会�／�岐阜純福音大森チャーチ／�大垣インターナショナル・フルゴスペルチャーチ�
美濃グレースチャーチ�／�岐阜中央チャペル／本地ガ原自由キリスト教会�／�瀬戸サレム教会�／�安曇川キリスト福音教会�／�守山キリスト福音教会�
大津韓国福音教会�／�大津キリスト福音教会�／�田上キリスト教会（大津キリスト福音教会伝道所）�／�甲賀キリスト福音教会�／�水口キリスト福音教会�
甲西キリスト福音教会�／�雲井キリスト福音教会�／�米原キリスト福音教会�／�綾部キリスト福音教会�／�亀岡ベタニヤ教会�／�京都キリスト福音教会�
山科キリスト福音教会�／�深草キリスト福音教会／宇治キリストペンテコステ教会�／�木幡キリスト福音教会�／�ひらかたキリスト福音教会ミラクルチャーチ�
須磨自由キリスト教会�／�神戸フィラデルフィヤ教会／南さつまキリスト福音教会
　以上の教会に1部�以上を送っています。私たちの願いはすべてのＴＰＫＦの信徒が一部ずつ持つことです。
　ご意見、ご感想は次の�メールにお願いします。tpkf.pentecost@gmail.com

　� ＴＰＫＦの公式ホームページ　http://www.tpkf.org/

ＴＰＫＦ 単ペン第50回記念大会　─メッセージ要約─

ＴＰＫＦ ─聖書学校・消息・その他のお知らせ─

ＴＰＫＦ 単ペン第50回記念大会　─海外からの祝辞─

　記録破りの猛暑を経て９月３

日、２学期が始まりました。すっ

きりと秋が到来して、どの顔も爽

やかです。早速に夏の証しの分か

ち合いが始まりました。例年以

上に豊かな聖霊のお働きを多くの学生から聞くことができまし

た。キャンプや聖会、教会内外での個人的な交わりの中で、幼

子たちから青年まで、友人や家族のあいだで、救いや聖霊の満

たしに導かれた方が多く起こされました。そのみわざに立ち会

えた学生たちも福音の管になり得て、喜び一杯でした。KBI で

は学びが机上のものに終わらず、宣教の現場につながっていく

ことを絶えず目指していますので、絶好のスタートとなりまし

た。

　10月には日本中で祈られていますエンパワード２１がここ

から５０キロ程の京都でもたれますし、3学期にはその主講師

であるニコ牧師の教会で３－４週間の特別海外研修も予定され

ています。主は宣教の最後のラン

ナーとして日本の若者を育てよ

うとされています。

この年度後半の主のなさること

に期待をふくらませています。

関西聖書学院　大田裕作

＊日本ペンテコステ協議会（JPC）

１．世界ペンテコステ大会

８月27日－３０日、マレーシアのクワランプール、カルバリーコンベ

ンションセンター（教会員 2000 名）で第２３回ペンテコステ世界大

会が開かれ、日本から約１６名、世界から3600 名が出席。初日の

5000人収容できるカルバリーコンベンションセンターの献堂式にマ

レーシア首相からの挨拶が届いた。カルバリー教会は1972年 35 名

の家庭集会から始まり、2007年新会堂をたてるために土地を購入、

２０１３年いくつもの問題を乗り越えて献堂式を迎えた。大会では、

今はキリストの再臨される時代、救いの目的はきよくなること、神と交

わりを持つ目的はきよくなること、問題の中を通されるとき、それは神

の力を経験するときである。あなたの働きに神のみ手が見えないとき、

その時こそ神に信頼せよ、モルデカイが絶えずエステルのそばにいた

ように、教会には絶えず聖霊がそばにおられる。聖霊が命を与えて下

さる、あなたの夢は死んでいない、宣教は終わっていない、赦し、和

解し、貧しい人を養い、囚われ人を解き放ち、この世界を勝ち取って

いくのだ、と力強くメッセージが各講師により語られた。3年後の大

会はブラジルで開かれる。

＊日本リバイバル同盟（NRA）

１．吉田隆師が新評議員会に加わられた。

２．エンパワード２１

１０月１１日―１４日国立京都国際会館でエンパワード２１が開催される。

問い合わせは事務局　京都中央チャペル内０７５－７０８－６３４３まで。

＊日本ペンテコステネットワーク（JPN）

ペンテコステ２５団体が JPNに加盟し、相互の情報、世界のペンテコ

ステ情報を共有し、発信している。

「そして、彼を連れ出して仰せられた。『さあ、天を見上げなさい。
星を数えることができるなら、それを数えなさい。』さらに仰せられた。

『あなたの子孫はこのようになる。』彼は主を信じた。主はそれを彼の義と認められた。」
創世記 15 章５―６節

ＰＹＭより、ＴＰＫＦ第５０回記念大会へのあいさつ

　ノルウェーのペンテコステ海外宣教団（ＰＹＭ）として、

第 50 回記念ＴＰＫＦ大会にお祝いを申し上げます。日本

におけるＴＰＫＦの諸教会を通して神がなされたことを感謝

し、これからも神が祝福されることを祈ります。ＰＹＭはまた、

ノルウェーの宣教師たちが日本で彼らの働きを通して成し遂

げてきたことを感謝します。私たちはＴＰＫＦとのパートナー

を継続し、あなたの国において霊的なブレイク・スルーを見

ることを望んでいます。神の祝福が大会に、ＴＰＫＦ諸教

会にありますように。� Bjørn Bjørnø　　ＰＹＭ総主事　

№111
（季　刊）
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第50回 単立ペンテコステ大会

　1962 年、第１回目の大会が開かれ、今年、第 50

回ＴＰＫＦ大会を感謝と祝福のうちに持つことができ

ました。ＴＰＫＦ諸教会のお祈りとご協力を心より感

謝申し上げます。

　感謝…ＴＰＫＦ初期の宣教師の先生方は、主からの

大宣教命令への招きに応答され、モンゴル、中国、チ

ベット等に行かれました。宣教地が閉ざされたあとも

世界宣教の情熱は冷めることなく、主が導いいてくだ

さった日本へと福音宣教に来てくださいました。日本

のリバイバルを切に求めて祈り、日本を愛してイエス・

キリストを伝えてくださったことを感謝いたします。

また、開拓伝道初期に救われ、キリストの体である教

会に今日まで忠実に仕えてこられた日本人教職者の牧

師、伝道者、献身的な信徒の方々に感謝いたします。

聖書は神の言葉、聖霊の働き、失われてゆく人々への

熱い救霊の思いを引き継いで来ることができました。

　「FOUCUS」……フォーカス、これはアブラハムに

主が語られた「さあ、天を見上げなさい」という見る

べき焦点の方向を合わせようという意味ですが、第

５０回を迎えたＴＰＫＦ大会のターニングポイントの

言葉として選びました。アブラハムは年老い、主の約

束から 10年を経ても長子が与えられてはいませんで

した。否定的で消極的にならざるを得ない状況でうめ

いていたアブラハム。しかし、神の約束を具体的に夢

見ることができるように空の星を指し示し、満天の星

を見上げる事を通して、まだ見ていない子孫を星に重

ねて見ることができ、主のくださる祝福にフォーカス

し、そうなると信じたアブラハムの信仰は義と認めら

れました。今回の大会講師永井信義師は 3世代にわ

たる祝福を語って下さり、ＴＰＫＦに対する神様の思

いを伝えてくださいました。イエス・キリストは、ご

自分の体である教会が神の国の命にあふれて 3世代

にわたって成長する姿を見せて

くださいました。さあ、増え広

がる神の約束を見続けていきま

しょう。� （議長：中見透）

　『すべての世代が用いられる』　三回の聖会を通して、一

貫して語られたメッセージ。それは、『三世代で神に仕える』

ということだった。一言で言い表すならば『すべての世代

が用いられる』ということだ。神に仕える事に定年はない。

私たちは霊的に成長していくためには祈りと御言葉のうち

に神様との関係をしっかりと築いて行く事が大切である。

聖書の中には、残念ながら信仰継承ができた人物とでき

なかった人物が明確に記されている。なによりもまず、私

たちがしなくてはならないことは信仰をのちの世代に伝え

ていくということである。それはどのようになされていくの

か？詩篇71:18にはこう記されている。「年老いて、しらが

になっても、神よ、私を捨てないでください。私はなおも、

あなたの力を次の世代にあなたの大能のわざを後にくるす

べてのものに告げ知らせます。」この箇所に記されているよ

うに、若い世代に私たちが伝えるべきことは、自分たちが

何をやってきたかという苦労話ではなく、自分の人生の中

で神がどのように働かれてきたかということである。神の

みわざを伝える事である。また、包み隠さず伝えることも

必要なことである。すべての良いこと、失敗も率直に伝え

ることが必要である、とのこと。三世代で神に仕えるとい

う事は、誰にも定年がない、という事である。”生涯現役

“という言葉は教会でこそ使われるべきではないだろうか？

　使徒２：１７－１８『神は言われる。終わりの日に、わた

しの霊をすべての人に注ぐ。するとあなたがたの息子や娘

は預言し、青年は幻を見、老人は夢を見る。その日、わた

しのしもべにも、はしためにも、わたしの霊を注ぐ。すると、

彼らは預言する。』具体的にどのような働きが世代別に託

されているのか。

　①２５歳以下（息子や娘の世代）預言をする。人との壁

がなく、みんなが友達、という感覚をもっている世代。様々

なツールを用いて伝える事ができる。②青年（２５歳から

５５歳まで）ビジョンを見てそれを具体化し、戦略を練る。

③老人（５５歳以上）夢を見る。見た夢を口に出して語ら

なければいない。語った夢に対して、青年世代が計画と戦

略を練る。

　しかし気をつけなければならないことがある。①上の世

代は下の世代の成功に嫉妬しないこと。見た目で判断しな

いこと。②下の世代は偶像（インターネットやラインなどの

仮想繋がり）を警戒すること。ニセモノの安心感で満足し

てはいけない。神様以外に自分を究極的に満たす事がで

きない事を常に意識し、心に留めて『神の国と神の義』を

最優先すること。わたしたちの究極局的な目的は、自分自

身が特別な体験をしたり、陶酔したりして満足する事では

ない。それらを通して神様が働かれ、主の御名を呼び求

める人がみな救われる事である。

メッセージＣＤ（聖会）お求めは、宣教メディアセンターまで

マタイ.�5:14-16

親愛なる日本のＴＰＫＦ諸教会の皆様、Fida インターナ

ショナルは、単ペン大会第５０回記念の知らせを、喜びを

もって受け取りました。私たちは神の大いなる祝福が大会

の上にあるように祈り、願います。私たちはまた、キッズや

ユースが皆様の大会の中でもたれることを聞き、うれしく

思います。�私たちの働きを子供たちや若者に焦点を合わ

せる時、その働きは持続可能で、実り多い未来となります。

Fidaは、ＴＰＫＦの諸教会の皆さんと近い関係、パートナー

シップ契約をもっていることを幸いに思います。私たちは、

これからも、皆様の教会と協力していく準備ができていま

す。私たちは皆様にとって祝福となること、日本全体の祝

福となることができることを願っています。ＦＩＤＡインター

ナショナルから、祝福とお祝いを申し上げます。

Harri Hakola 　事務局長　

　皆様が第 50回記念を祝うのにあたり、神の祝福を願い、

あいさつをスウェーデンのペンテコステ運動から大いなる

喜びをもって贈ります。1949 年に中国の門が閉ざされた

時、1907 年から1949 年の間に私たちは 100 人以上の

宣教師を遣わしていましたが、その時、日本の門が開か

れました。スウェーデンでは、日本を「日の上る地」と呼

んでいます。私たちは今日、そして未来において、「恵み

の太陽」の中で、歩き続けることを確信しています。預言

者マラキは預言しました。「しかし、わたしの名を恐れるあ

なたがたには、義の太陽が上り、その翼には、いやしが

ある。」（4:2）この預言は「日の上る地」に住むあなたが

たに適用されます。親愛なる友人たち　－　私たちの兄弟

であり代表であるヨルゲン・河西師を通して、私たちのお

祝いをお受け取りください。Ⅰコリント16:9で、使徒パウ

ロは、エペソで「働きのための広い門が……開かれており」

と報告しています。しかし、反対者も大ぜいいると。それ

は、地球上のすべて、日本でも、スウェーデンにおいても、

神の御国において本当です。しかし、神は、宣教が完成

するまで、私たちと共におられると約束されました。

Lars-Evert Jonsson　

スウェーデン、国際ペンテコステ、東／東南アジア地域担当議長　

単立ペンテコステ教会諸教会（名簿順）
北広島自由キリスト教会�／�房総中央キリスト教会�／�大佐和キリスト教会�／�町田純福音教会�／�鶴見純福音教会�／�横浜フィラデルフィヤ教会��
磯子フィラデルフィヤ教会　／　金沢フィラデルフィヤ教会　／　横須賀クリスチャンセンター　／　保土ケ谷純福音教会神の愛チャペル�
大和あがないの丘キリスト教会�／�戸塚カルバリ純福音教会�／�栄シャローム福音教会�／�伊勢原聖書キリスト教会�／�秦野クリスチャンセンター�
北アルプスグローバルチャーチ白馬キリスト福音センター�／�南アルプスグローバルチャーチ小笠原純福音教会�／�甲府カルバリ純福音教会�
富士吉田純福音キリスト教会�／�ハーベスト・チャーチ山梨�／�裾野純福音キリスト教会�／�御殿場純福音キリスト教会�
富士純福音キリスト教会グレースチャーチ�／�小松ベタニヤ福音教会�／�南部キリスト教会�／�福井自由キリスト教会�／�ブンキョーゴスペルセンター�
松岡福音教会�／�丸岡福音キリスト教会�／�勝山自由キリスト教会�／�三国自由キリスト教会�／�敦賀自由キリスト教会�／�ホープハウス
武生自由キリスト教会／小浜キリスト福音教会�／�小浜キリスト福音教会三方伝道所�／�金津福音キリスト教会�／�三田純福音教会高富グレイスチャペル�
岐阜純福音教会�／�岐阜純福音白鳥教会�／�岐阜純福音大森チャーチ／�大垣インターナショナル・フルゴスペルチャーチ�
美濃グレースチャーチ�／�岐阜中央チャペル／本地ガ原自由キリスト教会�／�瀬戸サレム教会�／�安曇川キリスト福音教会�／�守山キリスト福音教会�
大津韓国福音教会�／�大津キリスト福音教会�／�田上キリスト教会（大津キリスト福音教会伝道所）�／�甲賀キリスト福音教会�／�水口キリスト福音教会�
甲西キリスト福音教会�／�雲井キリスト福音教会�／�米原キリスト福音教会�／�綾部キリスト福音教会�／�亀岡ベタニヤ教会�／�京都キリスト福音教会�
山科キリスト福音教会�／�深草キリスト福音教会／宇治キリストペンテコステ教会�／�木幡キリスト福音教会�／�ひらかたキリスト福音教会ミラクルチャーチ�
須磨自由キリスト教会�／�神戸フィラデルフィヤ教会／南さつまキリスト福音教会
　以上の教会に1部�以上を送っています。私たちの願いはすべてのＴＰＫＦの信徒が一部ずつ持つことです。
　ご意見、ご感想は次の�メールにお願いします。tpkf.pentecost@gmail.com

　� ＴＰＫＦの公式ホームページ　http://www.tpkf.org/

ＴＰＫＦ 単ペン第50回記念大会　─メッセージ要約─

ＴＰＫＦ ─聖書学校・消息・その他のお知らせ─

ＴＰＫＦ 単ペン第50回記念大会　─海外からの祝辞─

　記録破りの猛暑を経て９月３

日、２学期が始まりました。すっ

きりと秋が到来して、どの顔も爽

やかです。早速に夏の証しの分か

ち合いが始まりました。例年以

上に豊かな聖霊のお働きを多くの学生から聞くことができまし

た。キャンプや聖会、教会内外での個人的な交わりの中で、幼

子たちから青年まで、友人や家族のあいだで、救いや聖霊の満

たしに導かれた方が多く起こされました。そのみわざに立ち会

えた学生たちも福音の管になり得て、喜び一杯でした。KBI で

は学びが机上のものに終わらず、宣教の現場につながっていく

ことを絶えず目指していますので、絶好のスタートとなりまし

た。

　10月には日本中で祈られていますエンパワード２１がここ

から５０キロ程の京都でもたれますし、3学期にはその主講師

であるニコ牧師の教会で３－４週間の特別海外研修も予定され

ています。主は宣教の最後のラン

ナーとして日本の若者を育てよ

うとされています。

この年度後半の主のなさること

に期待をふくらませています。

関西聖書学院　大田裕作

＊日本ペンテコステ協議会（JPC）

１．世界ペンテコステ大会

８月27日－３０日、マレーシアのクワランプール、カルバリーコンベ

ンションセンター（教会員 2000 名）で第２３回ペンテコステ世界大

会が開かれ、日本から約１６名、世界から3600 名が出席。初日の

5000人収容できるカルバリーコンベンションセンターの献堂式にマ

レーシア首相からの挨拶が届いた。カルバリー教会は1972年 35 名

の家庭集会から始まり、2007年新会堂をたてるために土地を購入、

２０１３年いくつもの問題を乗り越えて献堂式を迎えた。大会では、

今はキリストの再臨される時代、救いの目的はきよくなること、神と交

わりを持つ目的はきよくなること、問題の中を通されるとき、それは神

の力を経験するときである。あなたの働きに神のみ手が見えないとき、

その時こそ神に信頼せよ、モルデカイが絶えずエステルのそばにいた

ように、教会には絶えず聖霊がそばにおられる。聖霊が命を与えて下

さる、あなたの夢は死んでいない、宣教は終わっていない、赦し、和

解し、貧しい人を養い、囚われ人を解き放ち、この世界を勝ち取って

いくのだ、と力強くメッセージが各講師により語られた。3年後の大

会はブラジルで開かれる。

＊日本リバイバル同盟（NRA）

１．吉田隆師が新評議員会に加わられた。

２．エンパワード２１

１０月１１日―１４日国立京都国際会館でエンパワード２１が開催される。

問い合わせは事務局　京都中央チャペル内０７５－７０８－６３４３まで。

＊日本ペンテコステネットワーク（JPN）

ペンテコステ２５団体が JPNに加盟し、相互の情報、世界のペンテコ

ステ情報を共有し、発信している。

「そして、彼を連れ出して仰せられた。『さあ、天を見上げなさい。
星を数えることができるなら、それを数えなさい。』さらに仰せられた。

『あなたの子孫はこのようになる。』彼は主を信じた。主はそれを彼の義と認められた。」
創世記 15 章５―６節

ＰＹＭより、ＴＰＫＦ第５０回記念大会へのあいさつ

　ノルウェーのペンテコステ海外宣教団（ＰＹＭ）として、

第 50 回記念ＴＰＫＦ大会にお祝いを申し上げます。日本

におけるＴＰＫＦの諸教会を通して神がなされたことを感謝

し、これからも神が祝福されることを祈ります。ＰＹＭはまた、

ノルウェーの宣教師たちが日本で彼らの働きを通して成し遂

げてきたことを感謝します。私たちはＴＰＫＦとのパートナー

を継続し、あなたの国において霊的なブレイク・スルーを見

ることを望んでいます。神の祝福が大会に、ＴＰＫＦ諸教

会にありますように。� Bjørn Bjørnø　　ＰＹＭ総主事　
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